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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
の
始
め
に
あ
た
り
、
当
協
会
の
健
診
検
査
業
務
が
県
、
市
町
、
医
師
会
や
学
校
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
に
よ
り
着
実
に
進
展
し
、
県
民
の
皆
様

の
健
康
管
理
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
予
防
は
治
療
に
勝
る
と
い
う
理
念
を
踏
ま
え
皆
様
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
、
お
役

に
立
ち
た
い
と
の
思
い
か
ら
当
協
会
機
関
紙
「
け
ん
こ
う
静
岡
」
を
昭
和
60
年
４
月
に

発
刊
し
、
爾
来
25
年
、
今
号
で
100
回
を
数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
に
良
質
な
健
康
情
報
を
お
届
け
で
き
ま
す
よ
う
職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
腹
囲
や
血
圧
や
血
糖
値
な
ど
か
ら
心
筋
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
を
早
期
に
発
見
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
昨
年

４
月
か
ら
特
定
健
診
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
が
、
受
診
率
向
上
が
目
下
の
課
題
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
不
治
の
病
と
い
わ
れ
た
が
ん
も
、
「
予
防
」
、
「
検
診
」
、
「
受

診
」
の
三
位
一
体
の
健
康
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
治
癒
率
を
高
め
て
い
ま
す
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
民
の
皆
様
の
健
康
を
守

る
た
め
、
自
分
の
健
康
は
自
分
が
守
る
と
い
う
健
康
意
識
の
醸
成
を
今
後
と
も
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
７
月
に
は
新
た
に
川
勝
知
事
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
県
民
の
変
革
の
意
思
に

応
え
て
選
出
さ
れ
た
知
事
は
「
予
防
医
学
の
先
進
県
と
な
る
」
こ
と
を
柱
の
一
つ
と
し

て
、
位
置
づ
け
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
当
協
会
と
し
て
も
知
事
の
お
考
え
を
し
っ
か
り

支
え
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
10
月
に
は
「
第
54
回
予
防
医
学
事
業
推
進
全
国
大
会
」
が
20
年
ぶ
り
に
静

岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
皆
様
が
毎
日
の
生
活
を
健
康
で
い
き
い
き
と
送

ら
れ
ま
す
こ
と
を
願
い
「
幸
せ
な
人
生
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
予
防
医
学

の
更
な
る
向
上
、
普
及
に
つ
い
て
確
認
を
し
、
盛
会
の
う
ち
に
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
支
え
に
職
員
一
同
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
平
成
二
十
二
年
　
元
旦

新
年
を
迎
え
て

財
団
法
人

　静
岡
県
予
防
医
学
協
会

会

　長

　名
波
登
雄

財
団
法
人

　静
岡
県
予
防
医
学
協
会

専
務
理
事

　石
黒
　
滿

全
国
大
会
の
概
要

け
ん
こ
う
静
岡
創
刊
１
０
０
号
を
迎
え
て

│
初
心
に
か
え
っ
て
│

　
10
月
11
日
、
12
日
の
連
休
に
静
岡
市
駿

河
区
の
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
に
於
い
て
静

岡
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
主
催
の

「
元
気
応
援
フ
ェ
ア
２
０
０
９
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会
も
参
加
し
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
車
の
見
学
会
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
多
数
の
皆
様
に
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
車
の
中
を
見
学
し
て
い

た
だ
き
、
乳
が
ん
健
診
の
必
要
性
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　当
協
会
元
理
事
の
望
月
兤
副
氏
は
、
か
ね
て

よ
り
病
気
ご
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
一

年
十
一
月
三
十
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

八
十
一
歳
で
し
た
。

　氏
は
、
昭
和
三
十
四
年
、
静
岡
県
寄
生
虫
予

防
協
会
（
現
静
岡
県
予
防
医
学
協
会
）
設
立
時

か
ら
の
理
事
で
あ
り
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
以

後
は
、
顧
問
と
し
て
協
会
の
発
展
の
為
に
意
を

注
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

元
気
応
援
フ
ェ
ア

　 

２
０
０
９
に
参
加

当
協
会
元
理
事

望
月 

兤
副
氏
ご
逝
去

迎春迎春

　
「
幸
せ
な
人
生
を
目
指
し

て
」
を
大
会
の
テ
ー
マ
に
第
54

回
平
成
21
年
度
予
防
医
学
事
業

推
進
全
国
大
会
が
10
月
１
日
静

岡
市
の
静
岡
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
中

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催

は
（
財
）
予
防
医
学
事
業
中
央

会
、
（
財
）
日
本
寄
生
虫
予
防

会
、
（
財
）
静
岡
県
予
防
医
学

協
会
。
後
援
は
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
、
静
岡
県
、
静
岡

市
、
各
種
団
体
、
報
道
機
関
等

の
55
団
体
。
大
会
に
は
公
募
に

よ
る
一
般
県
民
、
事
業
所
の
安

全
衛
生
担
当
者
、
小
中
高
校
の

養
護
教
諭
、
地
域
・
保
健
団
体

等
の
関
係
者
、
行
政
機
関
、
各

都
府
県
予

防
医
学
協

会
等
関
係

者
な
ど
約

８
０
０
余

名
が
参
加

し
た
。

　
最
初
に

大
会
会
長

の
静
岡
県

予
防
医
学

協
会
名
波
登
雄
会
長
が
、
予
防

医
学
の
更
な
る
向
上
、
普
及
に

よ
っ
て
健
康
寿
命
の
延
伸
の
お

手
伝
い
を
し
、
幸
せ
な
人
生
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ

て
、
本
大
会
の
テ
ー
マ
を
「
幸

せ
な
人
生
を
目
指
し
て
」
と
し

た
と
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
開

会
式
辞
は
予
防
医
学
事
業
中
央

会
大
谷
藤
郎
理
事
長
に
代
わ
り

同
会
理
事
の
東
京
都
予
防
医
学

協
会
北
川
照
男
会
長
に
よ
り
行

わ
れ
た
。
大
会
開
催
の
地
元

県
、
市
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

が
静
岡
県
副
知
事
及
び
静
岡
市

長
か
ら
行
わ
れ
た
。
川
口
静
岡

県
副
知
事
か
ら
治
療
か
ら
予
防

へ
と
い
う
視
点
を
さ
ら
に
重
視

し
て
、
病
気
に
な
ら
な
い
健
や

か
な
体
や
精
神
を
保
つ
こ
と
が

高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
、
そ
し
て
社

会
全
体
を

通
じ
て
の

基
本
的
命

題
と
な
っ

て
い
る
。

予
防
医
学

事
業
の
更

な
る
推
進

を
通
じ

て
、
大
会

の
テ
ー
マ

で
あ
る
幸
せ
な
人
生
を
目
指
せ

る
よ
う
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
っ
た
。

　
長
年
予
防
医
学
運
動
の
推
進

に
寄
与
、
功
績
の
あ
っ
た
方
々

に
感
謝
状

等
贈
呈
の

表
彰
式
が

行
わ
れ

た
。
中
央

会
感
謝
状

は
静
岡
県

予
防
医
学

協
会
名
波

登
雄
会

長
、
中
央

会
賞
は
福
島
県
支
部
の
比
佐
哲

夫
氏
並
び
に
神
奈
川
県
支
部
の

山
上
祐
次
氏
、
中
央
会
奨
励
賞

に
静
岡
県
支
部
の
伊
東
利
英
氏

は
じ
め
31
名
の
方
々
が
授
与
さ

れ
た
。

　
ま
た
来
賓
の
厚
生
労
働
副
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
日
本

医
師
会
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
後
、
次
期
開
催
支
部
の

長
崎
県
健
康
事
業
団
蒔
本
理
事

長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ

た
。

　
学
術
講
演
は
県
立
静
岡
が
ん

セ
ン
タ
ー
総
長
山
口
建
先
生
か

ら
「
一
人
ひ
と
り
の
が
ん
対

策
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

午
後
は
法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺

執
事
の
大
谷
徹
奘
先
生
か
ら

「
幸
せ
の
条
件
」
〜
よ
り
よ
い

人
間
関
係
の
た
め
に
〜
を
演
題

に
講
話
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に

文
化
講
演
と
し
て
、
「
自
分
の

可
能
性
を
求
め
て
」
を
演
題

に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
委
員

会
ア
ス
リ
ー

ト
委
員
会
副

委
員
長
成
田

真
由
美
先
生

か
ら
講
演
が

行
わ
れ
好
評

の
う
ち
に
閉

会
し
た
。

　
「
け
ん
こ
う
静
岡
」
が
創
刊

さ
れ
た
の
は
、
昭
和
六
十
年
四

月
一
日
で
あ
り
、
年
四
回
の
発

刊
な
の
で
、
継
続
し
て
二
十
五

年
間
続
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
創
刊
号
を
見
る
と
当
時
の
当

会
会
長
川
瀬
利
光
の
「
発
刊
の

こ
と
ば
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

静
岡
県
衛
生
部
長
松
田
朗
先
生
、

静
岡
県
医
師
会
長
安
井
志
郎
先

生
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
理

事
長
（
元
静
岡
県
衛
生
部
長
）

須
川
豊
先
生
な
ど
の
文
が
続
き
、

懐
か
し
い
。

　
「
祝
発
刊
」
と
し
て
協
賛
い

た
だ
い
た
の
は
、
静
岡
県
は
じ

め
県
医
師
会
な
ど
十
六
団
体
の

名
前
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
伊
藤
二
郎
副
会
長
（
現
顧

問
）
は
「
創
刊
に
あ
た
り
」
と

題
し
て
昭
和
三
十
五
年
七
月
か

ら
昭
和
四
十
八
年
三
月
ま
で
不

定
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
新
聞

形
式
の
機
関
紙
「
寄
生
虫
予
防

静
岡
」
の
第
三
十
六
号
ま
で
を

一
区
切
り
と
し
て
通
覧
し
、
寄

生
虫
予
防
時
代
が
終
わ
っ
た
こ

と
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。
昭
和

四
十
八
年
以
降
は
年
一
回
の
事

業
年
報
と
し
て
冊
子
化
し
た
報

告
書
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
は
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
再

び
新
聞
形
式
と
し
て
出
し
始
め

た
の
が
昭
和
六
十
年
と
い
う
訳

で
し
た
。

　
創
刊
号
に
は
こ
の
仕
事
の
全

国
的
な
指
導
者
と
い
え
る
当
時

予
防
医
学
事
業
中
央
会
専
務
理

事
国
井
長
次
郎
氏
の
「
寄
生
虫

予
防
・
家
族
計
画
　
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
る
一
文
も

載
っ
て
い
て
、
草
の
根
の
住
民

参
加
に
よ
る
運
動
の
大
切
さ
を

説
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
保
健
に
つ
い
て
」
の

熱
い
一
文
を
寄
せ
て
く
れ
た
当

時
二
十
五
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
も

つ
藤
枝
市
保
健
課
一
言
正
枝
保

健
師
、
「
学
校
保
健
に
つ
い

て
」
と
し
て
、
検
便
、
検
尿
、

心
電
図
検
査
（
ト
レ
ッ
ド
ミ

ル
）
へ
と
展
開
し
て
き
た
協
会

の
取
り
組
み
に
言
及
し
た
県
立

大
井
川
高
校
小
檜
山
フ
ジ
子
養

護
教
諭
、
大
関
孝
一
保
健
所
長

会
長
の
明
治
村
北
里
研
究
所
医

学
館
の
記
事
、
そ
の
他
心
臓
病

や
神
経
芽
細
胞
腫
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
記
事
が
載
っ
て
い
ま

す
。

　
創
刊
号
を
含
め
た
数
回
の
内

容
を
見
る
と
、
そ
の
後
の
全
て

が
わ
か
る
と
い
い
ま
す
。
学
校

保
健
に
比
重
が
大
き
か
っ
た
私

た
ち
の
仕
事
の
あ
り
よ
う
は
、

そ
の
後
の
需
要
に
応
じ
た
進
展

を
示
し
、
肺
が
ん
、
食
中
毒
、

自
殺
、
精
神
身
体
医
学
、
糖
尿

病
の
こ
と…

と
、
次
第
に
編
集

内
容
に
も
反
映
さ
れ
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　　
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
、
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
寄
生

虫
予
防
運
動
も
、
予
防
医
学
運

動
も
私
達
が
携
わ
っ
て
い
る
仕

事
は
、
運
動
な
の
で
あ
っ
て
、

機
関
紙
は
そ
の
重
要
な
道
具
で

す
。
こ
の
機
関
紙
を
有
効
に
活

用
し
て
、
協
会
と
県
民
一
人
ひ

と
り
と
の
絆
を
今
後
と
も
更
に

強
く
結
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
一
層
の
ご
愛
顧
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


